
大田区自立支援協議会 防災部会議事録 

        文責：岡戸委員（区事務局一部修正） 

(１) 会議の名称 大田区自立支援協議会 防災部会（第９回） 

(２) 開催日時 平成 29年 1月 18日（水）10：00～12：00 

(３) 開催場所 障がい者総合サポートセンター ５階多目的室 

(４) 出席した委

員、事務局 

委 員 （部会長：粟田 修平）            ＜敬称略＞ 

志村 陽子 竹内 千代江 市川 脩 岡戸 繁樹 

オブザーバー： 八尾 隆一（蒲田警察署）、入籾 寛樹（大森消防署） 

区職員：阿部 幸喜（防災危機管理課）、鎌田 裕一（上池台障害者福祉

会館長）、吉田 実（障害福祉課）、斉藤 禄美（障がい者総合

サポートセンター） 

関係者：神作 彩子（障がい者総合サポートセンター 副統括） 

    土井 翼（障がい者総合サポートセンター 地域交流支援部門） 

事務局：井村 陽介、中條 美由紀、岩下 祐輔、関根 あずさ（障害

福祉課） 

１ 確認・連絡事項 

（１）書記の確認 

（２）出欠者・配布資料の確認 

（３）第２回役員会議（1/12）の実施報告 

・本会の準備の会議を実施。 

・来年度の自立支援協議会について検討。来年度は部会の活動を活発にしていく。 

・「障がい者施策推進会議」に要望等を届けていく道筋ができつつあり、平成 29 年度は運営

会議と全体協議会の２つは廃止の方向である。 

（４）第３回運営会議（1/16）の実施報告 

・平成 20 年に開設された自立支援協議会が 10 年になろうとしている。区の協働について施

策を含め考えながらやってきた。大田区は広いので会議の場が少なくなるのは心配だが、

公開性があるようにしていってほしい。 

・委員の選定等は丁寧に行っていく必要がある。 

（５）第３回全体討議会の開催について：平成 29年２月６日（月）10時～12時 

（６）第３回本会の開催について：平成 29年３月２日（木）13時～15時 30分 

 

２ 議題 

（１）福祉避難所開設訓練について 

・今年度後半に何をやりたいか話し合い、福祉避難所開設訓練をやりたいという中間報告が

出て、さぽーとぴあでやってみようということになった。 

・防災危機管理課と障害福祉課の体制もあるので、区の中でも調整している。 

・火災が起きたときの避難訓練も組み込んでいく。 



・当日の流れを確認し、イメージをもってほしい。 

 ９時～11時：福祉避難所開設訓練 

 11時～12時：利用者避難訓練（火災） 

・９時から開設指示訓練、設営訓練 

 10時から受付訓練、誘導訓練、備蓄品の見学等 

 11時から避難訓練 

 11時 30分から振り返り 

・自衛消防隊の組織を使って避難訓練の体制をつくっていく。 

・参加する人数と梅がゆの必要数（何食作るか）を知りたい。 

・通所している利用者も参加する予定。 

・市川委員の個人用緊急対応マニュアルはすぐに使用できるよう冷蔵庫に貼っている。 

・12月に実施した矢口特別支援学校の福祉避難所準備訓練では、寒さ対策、パーテーション

の振り分け、生活用品の確保などの課題が出された。 

・電動車いすの方が来たら５階に上がれないのでどうすればよいか考えておくとよい。 

・ヘルプカードの記入ブースで記入例があるとよい。 

・スライドショーの説明は 10分もない。横で説明すると視覚障がいの方にも分かりやすい。 

・手話通訳の方も入れてくれると助かる。 

・当日、手話通訳を配置できるかは現状による。スライドに出ているものを伝えるだけなの

で、そのまま見てもらうことも含め人員などを検討していく。 

・日中さぽーとぴあにいる方に手話通訳をやってもらうとよい。コミュニケーション支援は

お手伝いしてくれる方がいると助かる。 

・作業部会で最終的な内容を決めていく。 

 

（２）年度まとめ・最終報告に向けて 

・各部会６枚のスライドに１年間の取組をまとめ、部会長が 10分で話す。防災部会は石塚委

員にまとめてもらった。 

・スロープがあるとバリアフリーでいざというときに有効である。 

・総合防災訓練と福祉避難所開設訓練がどこで行うかセットにできるシステムが決まってい

るとよい。 

・福祉避難所のレイアウトが町会と連動していない。 

・高齢の方の福祉避難所が進んでいない。 

・緊急通報セットを筒の中に入れて冷蔵庫の中に入れておくことは、自助の部分として積み

重ねていけたらよい。 

 

３ 委員及び各関係者からの情報提供 

○防災危機管理課 

・要配慮者の支援を考える講習会を池上会館で行う。（1/21） 

 


